
令
和
五
年
四
月
四
日
～
九
日
、

第
一
会
場
・
愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
第
二
会
場
・
名
古
屋
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
栄
で
開
催
さ
れ
た

七
十
回
記
念
展
は
、
両
会
場
で

二
千
六
百
七
十
三
名
（
前
年
比

百
三
十
一
％
）
の
来
場
者
を
迎
え

大
成
功
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が
漸
く
落

ち
着
き
を
見
せ
始
め
久
し
ぶ
り
の

開
放
感
が
少
し
あ
る
。

初
日
、
第
一
会
場
で
の
開
場
式

で
は
風
岡
五
城
会
長
挨
拶
の
後
、

中
日
新
聞
社
事
業
局
局
次
長
・
古

田
真
一
様
を
お
迎
え
し
て
、
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た
。
今
年
は

贈
賞
式
と
祝
賀
会
が
最
終
日
の
開

催
と
な
っ
た
の
で
、
初
日
の
鑑
賞

を
ゆ
っ
た
り
と
楽
し
む
様
子
の
愛

好
家
が
多
か
っ
た
。

好
評
の
う
ち
に
迎
え
た
九
日
の

最
終
日
。
名
古
屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
で
贈
賞
式
と
久
し
ぶ
り
の
祝
賀

会
が
挙
行
さ
れ
た
。
主
催
者
と
し

て
風
岡
五
城
会
長
、
中
日
新
聞

社
・
古
田
真
一
事
業
局
局
次
長
の

挨
拶
の
後
、
厳
か
に
贈
賞
は
進
み

大
賞
受
賞
・
酒
井
奏
風
さ
ん
に
よ

る
喜
び
の
こ
と
ば
が
高
ら
か
に
読

み
上
げ
ら
れ
た
。
続
い
て
の
祝
賀

会
で
は
大
村
秀
章
愛
知
県
知
事
・

名
誉
会
長
、
江
崎
鐵
磨
衆
議
院
議

員
・
名
誉
顧
問
秘
書
様
、
中
国
駐

名
古
屋
総
領
事
楊
嫻
先
生
、
五
禾

書
房
代
表
桑
原
喬
様
の
方
々
よ
り

有
難
く
ご
祝
辞
を
賜
っ
た
。
そ
の

後
乾
杯
の
後
歓
談
、
上
位
受
賞
者

の
披
露
、記
念
撮
影
と
、ど
の
テ
ー

ブ
ル
で
も
笑
顔
が
弾
け
七
十
回
記

念
展
へ
の
努
力
が
結
実
し
て
疲
れ

も
吹
き
飛
ん
だ
気
が
す
る
。
今
展

の
成
功
に
尽
力
さ
れ
た
す
べ
て
の

皆
様
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
届
け

た
い
と
思
う
一
日
で
あ
っ
た
。

第
一
四
九
号

令和 5年 8月

第
七
十
回
記
念
展
は
大
成
功
で
幕
　
贈
賞
式
・
祝
賀
会
も
無
事
開
催

風岡五城会長

訃
　
報

本
会
常
任
参
事
で
書
作
研
究
・

好
日
社
代
表
の
岩
田
冬
崖
先
生
が
、

六
月
二
十
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
心
よ
り
お
悔
や
み
申
し
上
げ

ま
す
。

会
報
で
は
追
悼
の
記
事
を
次
号

に
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

総領事楊嫻先生

第一会場

開場式・テープカット
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愛
知
県
知
事
　
名
誉
会
長

大

村

秀

章

　
副
会
長

安

藤

清

舟

　
常
任
参
事
　
故

岩

田

冬

崖

　
常
任
参
事

谷

口

竹

城

　
常
任
参
事

水

谷

紅

楓

　
常
任
参
事

松

浦

白

碩

　
常
任
参
事

西

尾

邑

城

　
理
事
長

木

村

大

澤

東
海
書
道
藝
術
院
作
品
抄
録

鑑賞される大村名誉会長

会　長 風 岡 五 城
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大
　
賞

酒

井

奏

風

知
事
賞

牧

原

青

桐

　
　
準
大
賞

伊

神

暁

風

〈上位受賞者作品〉
会員の部

準会員の部

　
総
領
事
賞

毛

利

天

岳

　
中
日
賞

松

浦

白

沙

　
東
書
藝
賞

北

河

光

春

　
　
市
長
賞

小

田

恵

美

子

　
　
市
教
委
賞

若

宮

舞

奏

　
中
日
賞

水

野

陽

雲

　
県
教
委
賞

前

田

沾

泉

　
中
日
賞

川

村

大

観

　
東
書
藝
賞

荻

野

陽

華



（4）
風
岡
五
城
会
長

①
三
谷　

小
京

　

�「
雲
開
万
壑
春
」
の
一
句
を
草

書
を
主
体
に
一
気
呵
成
に
書
き

下
す
。
正
に
老
練
の
技
。
筆
の

開
き
、
渇
筆
の
お
も
し
ろ
さ
も

見
ど
こ
ろ
。

②
平
田　

美
泉

　

�

構
え
た
と
こ
ろ
が
な
く
、
自
然

に
成
る
の
風
趣
あ
り
。
し
か

し
、
決
し
て
単
調
で
は
な
い
。

今
後
ど
う
変
容
し
て
い
く
か
楽

し
み
で
あ
る
。

③
山
本　

美
峰　

④
長
谷
川
雅
江

⑤
澤　
　

麗
水　

⑥
横
井　

青
蓮

安
藤
清
舟
副
会
長

①
須
藤　

春
華

　

�

杜
甫
詩
五
絶
。
運
筆
に
迷
い
な

く
、
悠
々
と
引
か
れ
た
筆
線
お

見
事
。
三
行
目
の
落
款
も
正
し

く
揮
毫
さ
れ
、
一
層
完
成
度
の

高
い
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

作
品
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

②
飯
田　

松
華

　

�

静
け
さ
、
落
ち
着
き
、
充
実
を

感
じ
ま
し
た
。

③
仙
田　

秋
来　

④
小
山　

豊
泉

⑤
角
脇　

松
園　

⑥
鳥
居　

玉
香

西
尾
邑
城
常
任
参
事

①
岩
崎　

青
玲

　

�

張
猛
龍
碑
の
臨
書
。
臨
書
を
選

ぶ
の
は
ど
う
か
と
思
っ
た
が
、

線
質
よ
く
練
れ
て
良
し
。
こ
の

書
を
根
底
と
し
た
、
こ
の
先
の

自
運
の
作
品
が
楽
し
み
で
あ

る
。
是
非
自
運
の
書
を
。

②
小
川　

若
紫

　

�

画
数
の
少
な
い
四
文
字
を
、
大

胆
に
「
天
馬
」
を
引
き
締
め

「
行
空
」
を
伸
び
や
か
に
表
現

し
た
。
練
度
の
高
い
線
質
で
見

事
。

③
賀
田
野
春
汀　

④
中
根　

冬
泉

⑤
伊
藤
美
ど
り　

⑥
高
橋　
　

雅

松
浦
白
碩
常
任
参
事

①
岩
井　

玲
翠

　
�

行
間
の
余
白
を
美
し
く
見
せ
、

筆
は
軽
快
に
動
い
て
文
字
の
大

小
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
整
然
と

纏
め
ら
れ
て
い
る
。
躍
動
感
が

見
事
。

②
三
谷　

小
京

　

�

シ
ン
プ
ル
な
造
形
を
巧
み
な
筆

捌
き
で
力
強
く
書
き
上
げ
て
、

②
石
山　

荷
心

　
�

三
×
三
尺
方
形
の
中
に
、
世
阿

弥
風
姿
花
伝
の
一
節
を
テ
ー
マ

と
し
、「
花
」
を
強
調
し
た
奇

抜
さ
に
驚
き
を
感
じ
さ
せ
る
快

作
。

③
城
田　

桑
軒　

④
三
村　

菱
花

⑤
北
原　

竹
堂　

⑥
遠
山　

穂
光

岩
田
冬
崖
常
任
参
事

①
立
松　

勝

　

�

自
由
奔
放
、
長
鋒
筆
を
駆
使
し

て
の
近
代
書
作
品
。
リ
ズ
ム
感

溢
れ
る
線
条
に
好
感
。

②
大
山　

湯
泉

　

�

小
気
味
の
良
い
流
れ
る
線
質
。

余
白
が
一
層
際
立
ち
、
凛
と
し

た
魅
力
を
感
じ
る
作
。

③
橋
口　

賢
岑　

④
梶　
　

蘇
山

⑤
八
木　

一
華　

⑥
金
子
由
美
子

谷
口
竹
城
常
任
参
事

①
布
目　

一
路

　

�

爽
や
か
な
淡
墨
の
美
し
い
連
綿

特
に
後
半
の
渇
筆
に
妙
味
あ

り
。
熟
練
の
線
に
感
銘
を
受
け

た
。

③
杉
原　

和
香　

④
清
水　

玲
飛

⑤
千
田　

嘉
穂　

⑥
服
部　

草
心

水
谷
紅
楓
常
任
参
事

①
畑
中　

花
影

　

�

大
胆
な
運
筆
で
堂
々
た
る
書

き
っ
ぷ
り
。
鍛
え
ら
れ
た
修
練

の
跡
が
見
え
る
素
晴
ら
し
い

作
。

②
内
海　

清
秋

　

�

悠
々
と
書
け
て
、
長
年
の
書
に

向
き
合
う
意
気
が
伺
え
る
。
充

実
感
溢
れ
る
隷
書
作
で
お
見

事
。

③
角
脇　

尚
園　

④
豊
田　

月
花

⑤
柴
山　

三
華　

⑥
岡
田　

静
嶺

木
村
大
澤
理
事
長

①
三
谷　

小
京

　

�

線
の
立
体
化
を
図
り
な
が
ら
、

流
動
感
の
表
現
も
鮮
や
か
。
生

命
力
溢
れ
る
心
揺
さ
ぶ
る
書
。

②
須
藤　

春
華

　

�

豪
快
か
つ
勢
い
あ
り
。
線
が
生

き
生
き
と
し
て
見
応
え
十
分
の

作
。

③
畑
中　

花
影　

④
佐
野　

小
徑

⑤
伊
藤　

一
楓　

⑥
藤
枝　

静
香

今
年
も
会
長
以
下
幹
部
の
八
名
の
先
生
方
に
、
賞
の
対
象
と
な
ら
な

い
院
人
（
常
任
理
事
以
上
の
役
員
を
除
く
）
の
中
か
ら
ご
自
分
の
社
中

以
外
で
こ
れ
と
思
う
秀
作
を
、
六
点
選
ん
で
い
た
だ
い
た
。
そ
の
方
々

の
氏
名
と
作
品
写
真
、
内
二
作
品
の
講
評
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

東
書
藝
幹
部
に
よ
る

第
七
十
回
展
　
私
の
選
ん
だ
こ
の
作
品
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風
岡
・
松
浦
・
木
村
選

三

谷

小

京

　
谷
口
・
水
谷
選

角

脇

尚

園

　
安
藤
・
木
村
選

須

藤

春

華

　
水
谷
・
木
村
選

畑

中

花

影

　
風
岡
選

澤

　

麗

水

　
風
岡
選

横

井

青

蓮

　
安
藤
選

北

原

竹

堂

　
安
藤
選

城

田

桑

軒

　
風
岡
選

長

谷

川

雅

江

　
風
岡
選

平

田

美

泉

第一会場

第二会場
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安
藤
選

遠

山

穂

光

　
岩
田
選

立

松

　

勝

　
岩
田
選

橋

口

賢

岑

　
岩
田
選

八

木

一

華

　
谷
口
選

飯

田

松

華

　
谷
口
選

小

山

豊

泉

　
安
藤
選

三

村

菱

花

　
岩
田
選

大

山

湯

泉

　
岩
田
選

梶

　

蘇

山

　
岩
田
選

金

子

由

美

子
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谷
口
選

仙

田

秋

来

　
谷
口
選

鳥

居

玉

香

　
谷
口
選

布

目

一

路

　
西
尾
選

伊

藤

美

ど

り

　
西
尾
選

岩

崎

青

玲

　
西
尾
選

小

川

若

紫

　
西
尾
選

賀

田

野

春

汀

　
西
尾
選

高

橋

　

雅

　
西
尾
選

中

根

冬

泉

　
松
浦
選

岩

井

玲

翠
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松
浦
選

清

水

玲

飛

　
水
谷
選

岡

田

静

嶺

　
水
谷
選

柴

山

三

華

　
水
谷
選

豊

田

月

花

　
木
村
選

伊

藤

一

楓

　
木
村
選

佐

野

小

徑

　
松
浦
選

杉

原

和

香

　
松
浦
選

千

田

嘉

穂

　
松
浦
選

服

部

草

心

　
水
谷
選

内

海

清

秋
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風岡選 山 本 美 峰

安藤選 石 山 荷 心

　
木
村
選

藤

枝

静

香

◆
会
員
の
部　

大
賞

①
鄭
道
昭
。

②
運
筆
。

③
白
黒
の
バ
ラ
ン
ス
。
筆
遣
い
。

④�
側
筆
気
味
の
癖
を
直
し
、
技
量

を
磨
き
た
い
で
す
。

⑤�

人
生
の
一
部
。
書
道
を
通
し
て

出
逢
え
た
人
、
経
験
で
き
た
こ

と
が
宝
物
で
す
。

⑥�

こ
の
度
は
身
に
余
る
賞
を
頂
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
よ
り
ご
指
導
く
だ
さ
る
先

生
方
の
お
蔭
と
、
深
く
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
賞
を
励
み

に
よ
り
一
層
精
進
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、　

引
き
続
き
ご
指
導
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

今
年
も
栄
え
あ
る
賞
に
輝
い
た
皆
さ
ん
の
中
か
ら
、
会
員
・
準
会
員
の
部
の

上
位
入
賞
十
二
名
の
方
々
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
た
。

設
問
内
容
は
次
の
と
お
り
で
、
受
賞
作
品
は
三
頁
に
掲
載
し
ま
し
た
。

①
現
在
学
ん
で
い
る
古
典
は
。

②
そ
の
古
典
の
ど
こ
に
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
か
。

③
今
回
の
出
品
作
で
、
制
作
上
特
に
大
切
に
し
た
こ
と
は
。

④
（
受
賞
を
機
に
）
こ
れ
か
ら
挑
戦
し
て
み
た
い
こ
と
は
。

⑤
ご
自
身
に
と
っ
て
「
書
道
」
と
は
。

⑥
受
賞
の
感
想
と
今
後
の
抱
負
。

第
七
十
回
東
書
藝
展
　
受
賞
者
に
聞
く

酒井　奏風

五禾書房　桑原　喬様

大賞・喜びのことば

大村　秀章　名誉会長

安藤　清舟　副会長
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◆
会
員
の
部　

準
大
賞

①
高
野
切
第
一
種
。

②�

と
に
か
く
見
飽
き
な
い
美
し
さ
。

③�

自
分
が
書
き
た
い
と
思
う
表
現

を
求
め
つ
つ
も
、
独
善
に
陥
ら

な
い
よ
う
心
掛
け
ま
し
た
。

④�

臨
書
し
た
い
古
典
、
挑
戦
し
た

い
書
体
、
や
っ
て
み
た
い
と
思

う
事
ば
か
り
で
す
。

⑤�

書
は
漢
字
文
化
圏
に
生
ま
れ
た

者
に
許
さ
れ
た
最
高
の
芸
術
の

一
つ
で
、
こ
れ
に
携
わ
れ
る
こ

と
は
至
高
の
よ
ろ
こ
び
で
あ
り
、

か
つ
誇
り
で
す
。

⑥�

こ
の
度
は
素
晴
ら
し
い
賞
を
賜

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
故
小
川
圭
南
先
生
、

松
浦
白
碩
先
生
か
ら
数
え
切
れ

な
い
ほ
ど
多
く
の
教
え
を
頂
き
、

さ
ら
に
諸
先
生
・
諸
先
輩
方
に

支
え
ら
れ
こ
こ
ま
で
や
っ
て
来

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
一

層
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

◆
会
員
の
部　

知
事
賞

①�

魏
霊
蔵
造
像
記
な
ど
、
北
魏
の

書
。

②
力
強
さ
、
字
形
。

③�

文
字
の
大
き
さ
字
間
・
行
間
の

バ
ラ
ン
ス
。

④�

北
魏
楷
書
の
学
び
を
、
作
品
づ
く

り
に
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

⑤�

静
か
に
心
を
落
ち
着
か
せ
て
書

道
に
向
き
合
い
、
新
し
く
学
ん

で
い
く
事
が
楽
し
い
と
感
じ
ま

す
。
今
後
も
日
々
勉
強
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

⑥�

こ
の
度
は
身
に
余
る
賞
を
頂
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

驚
き
と
喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
も
日
頃
よ
り
熱
心
に

ご
指
導
下
さ
る
壁
谷
桔
華
先
生

の
お
蔭
と
、
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
そ
し
て
、
幼
少
の
頃

よ
り
始
め
た
お
稽
古
を
今
日
ま

で
続
け
る
事
が
で
き
た
の
は
、

家
族
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の

受
賞
を
機
に
よ
り
一
層
精
進
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

伊神　暁風

牧原　青桐

◆
会
員
の
部　

総
領
事
賞

①
蘭
亭
序
。

②�

流
れ
る
よ
う
な
線
、
表
現
の
豊

か
さ
。

③�

詩
の
意
味
に
留
意
し
な
が
ら
前

後
の
文
字
の
繋
が
り
を
意
識
す

る
こ
と
。

④�

基
本
を
忘
れ
る
事
な
く
様
々
な

古
典
を
学
び
、
書
技
の
向
上
を

目
指
し
た
い
で
す
。

⑤�

書
技
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
集

中
力
を
高
め
る
な
ど
自
分
を
磨

く
重
要
な
時
間
で
す
。

⑥�

こ
の
度
は
身
に
余
る
賞
を
頂
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
よ
り
ご
指
導
く
だ
さ
る
水

谷
紅
楓
先
生
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
よ
り
一
層
精
進

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
会
員
の
部　

中
日
賞

①
書
譜
。

②
自
由
で
変
化
に
富
ん
だ
運
筆
。

③�

伸
び
や
か
で
勢
い
の
あ
る
線
。

全
体
の
リ
ズ
ム
。

④�

篆
書
、
隷
書
。
大
き
な
文
字
の

作
品
に
挑
戦
し
た
い
。

⑤
自
分
を
俯
瞰
し
て
見
る
時
間
。

⑥�

こ
の
度
は
身
に
余
る
賞
を
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
一

時
筆
を
持
つ
手
が
止
ま
り
ま
し

た
。
今
回
の
受
賞
は
と
て
も
感

慨
深
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

温
か
く
見
守
っ
て
下
さ
っ
た
松

浦
白
碩
先
生
、
諸
先
生
方
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
心
機
一
転
、

今
後
も
書
と
向
き
合
っ
て
参
り

ま
す
。

◆
会
員
の
部　

東
書
藝
賞

①
高
野
切
。

②
明
る
さ
、
典
雅
、
爽
快
。

③
墨
色
、
文
字
の
太
細
、
か
す
れ
。

④
篆
書
、
小
篆
。

⑤�

墨
の
香
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、

心
を
落
ち
着
か
せ
る
事
が
で
き

る
場
。

⑥�

こ
の
度
は
第
七
十
回
展
の
節
目

の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
賞
を
頂
け

松浦　白沙

北河　光春

毛利　天岳
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る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
れ
も
日
頃
よ
り
熱
心
に

ご
指
導
下
さ
る
、
伊
藤
春
魁
先
生

の
お
力
添
え
に
よ
る
も
の
と
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

良
き
師
の
も
と
、
良
き
仲
間
と
共

に
楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
準
会
員
の
部　

市
長
賞

①�

北
魏
の
書
の
孫
秋
生
造
像
記
、

楊
大
眼
造
像
記
。

②
力
強
さ
と
線
の
鋭
さ
。

③�

龍
門
の
よ
う
な
力
強
さ
、
勢
い

の
あ
る
線
と
な
る
よ
う
運
筆
し
、

字
間
を
そ
ろ
え
る
こ
と
。

④�

北
魏
の
他
の
作
品
も
臨
書
す
る

こ
と
を
通
し
、
力
強
さ
と
鋭
く

勢
い
の
あ
る
線
を
追
及
し
た
い

で
す
。

⑤�

夢
中
に
な
れ
る
大
好
き
な
こ
と

で
、
大
切
な
も
の
。
書
く
こ
と

で
自
分
の
心
と
向
き
合
え
ま
す
。

⑥�

こ
の
度
は
身
に
余
る
賞
を
頂
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
日
頃
よ
り
熱

心
に
ご
指
導
下
さ
る
壁
谷
桔
華

先
生
は
じ
め
、
宏
道
書
会
の
先

生
方
の
お
蔭
と
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
書
を
通
し
て
出

会
え
た
仲
間
に
感
謝
し
、
学
び
、

刺
激
を
受
け
、
楽
し
み
な
が
ら

一
層
精
進
し
て
参
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
準
会
員
の
部　

県
教
委
賞

①
呉
昌
碩
。

②�
力
強
く
味
わ
い
の
あ
る
線
。

③
作
品
の
構
成
。

④�

集
字
を
し
た
後
、
文
字
の
大
き

さ
や
配
置
等
を
工
夫
し
、
創
作

の
幅
を
広
げ
た
い
。

⑤�

人
生
を
楽
し
く
彩
っ
て
く
れ
る

も
の
。

⑥�

県
教
育
委
員
会
賞
を
受
賞
さ
せ

て
頂
き
光
栄
で
す
。
日
頃
よ
り

ご
指
導
下
さ
る
羽
根
田
菖
橋
先

生
、
菖
風
先
生
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
七
十

回
も
の
展
覧
会
の
歴
史
を
つ
な

ぐ
た
め
に
ご
尽
力
下
さ
っ
た
先

生
方
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
頂
い
た
記
念
誌

を
見
な
が
ら
、
改
め
て
書
の
素

晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

前田　沾泉

小田　恵美子

し
か
し
同
時
に
、
自
分
の
未
熟

さ
も
痛
感
し
ま
し
た
。
今
後
は

よ
り
一
層
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
準
会
員
の
部　

市
教
委
賞

①
高
野
切
第
一
種
、
張
瑞
図
。

②�

墨
の
濃
淡
の
変
化
、
連
綿
の
美
。

③�

前
半
畳
み
掛
け
る
勢
い
で
、
後

半
渇
筆
の
部
分
は
軽
く
リ
ズ
ミ

カ
ル
に
書
く
こ
と
を
心
掛
け
ま

し
た
。

④�

張
瑞
図
の
書
法
を
勉
強
し
て
、

大
字
仮
名
に
活
か
し
た
い
。

⑤
心
を
表
す
も
の
。

⑥�

こ
の
度
は
素
晴
ら
し
い
賞
を
頂

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
い
つ
も
優
し
く
丁
寧
に
ご

指
導
下
さ
る
伊
藤
春
魁
先
生
は

じ
め
、
梓
会
の
先
生
方
、
明
る

く
温
か
い
教
室
の
先
輩
方
、
近

く
で
応
援
し
て
く
れ
る
家
族
や

友
人
、
皆
に
支
え
ら
れ
て
の
受

賞
で
し
た
。
幸
せ
な
気
持
ち
で

書
に
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る

の
も
皆
様
の
お
蔭
と
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
仕
上
が
り

が
近
づ
く
に
つ
れ
気
持
ち
が
ぐ

っ
と
入
っ
て
心
と
体
が
動
き
出

し
、
書
き
終
え
る
の
が
寂
し
く

な
る
ほ
ど
思
い
の
詰
ま
っ
た
作

品
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
一

層
精
進
し
、
感
謝
の
念
を
忘
れ

ず
書
の
道
を
歩
ん
で
参
る
所
存

で
す
。
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◆
準
会
員
の
部　

中
日
賞

①
蘇
軾
、
黄
庭
堅
。

②
線
質
の
強
さ
と
字
形
。

③�

墨
量
と
全
体
の
流
れ
、
バ
ラ
ン
ス
。

④�

書
の
知
識
を
も
っ
と
深
め
、
た

く
さ
ん
の
古
典
を
研
究
し
て
筆

遣
い
を
追
及
・
鍛
錬
し
た
い
。

ま
た
大
き
な
サ
イ
ズ
の
作
品
に

も
挑
戦
し
て
み
た
い
。

⑤�

自
身
の
生
活
に
と
っ
て
か
け
が

え
の
な
い
も
の
で
、
人
生
を
充

実
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
す
。

⑥�

こ
の
度
は
身
に
余
る
賞
を
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
指
導
下
さ
る
風
岡
五
城
先
生
、

宏
道
書
会
の
先
生
方
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
を

機
に
更
に
努
力
・
精
進
し
て
、

川村　大観

若宮　舞奏
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末
長
く
書
道
に
打
ち
込
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
準
会
員
の
部　

中
日
賞

①
董
其
昌
。

②
形
式
に
と
ら
わ
れ
な
い
作
風
。

③
全
体
の
文
字
の
バ
ラ
ン
ス
。

④�

自
身
の
性
格
が
反
映
さ
れ
る
の

か
、
厳
し
い
線
・
鋭
い
線
が
苦

手
な
の
で
、
線
質
を
意
識
し
て

練
習
を
し
、
よ
り
メ
リ
ハ
リ
の

あ
る
作
品
を
目
指
し
い
。

⑤�

生
活
の
一
部
で
あ
る
と
同
時
に
、

日
常
の
雑
念
か
ら
心
を
切
り
離

し
て
落
ち
着
く
事
が
で
き
る
、

大
切
な
時
間
で
す
。

⑥�

こ
の
度
は
身
に
余
る
賞
を
頂
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
も
日
頃
よ
り
ご
指
導

下
さ
る
先
生
方
の
お
蔭
と
、
深

く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
日

よ
り
も
明
日
、
明
日
よ
り
も
明

後
日
と
、
よ
り
一
層
精
進
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

◆
準
会
員
の
部　

東
書
藝
賞

①
智
永
・
真
草
千
字
文
。

②
線
の
伸
び
や
か
さ
、
字
形
。

③�

詩
（
語
句
の
意
味
）
を
出
来
る

だ
け
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
書
く

よ
う
に
努
め
ま
し
た
。

④�

篆
書
に
興
味
を
持
ち
、
こ
れ
か

ら
学
ん
で
い
き
た
い
。

⑤�

他
の
こ
と
を
考
え
ず
に
没
頭
で

き
、
心
が
落
ち
着
き
ま
す
。

⑥�
こ
の
度
は
身
に
余
る
賞
を
頂

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
日
頃
か
ら
温
か
く
ご
指
導

下
さ
る
松
浦
白
碩
先
生
を
は
じ

め
、
諸
先
生
方
の
励
ま
し
や
助

言
の
お
蔭
と
、
深
く
感
謝
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
老
化
防
止
も

兼
ね
、
楽
し
み
つ
つ
続
け
て
い

き
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

荻野　陽華

水野　陽雲

六
月
十
八
日
（
日
）、
中
電
ホ
ー
ル

に
て
東
書
藝
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

出
席
者
百
六
十
二
名
、
委
任
状

四
百
七
通
で
総
会
は
成
立
。
司
会
は

羽
根
田
菖
風
常
任
理
事
。
風
岡
五

城
会
長
か
ら
は
、
第
七
十
回
記
念
展

を
振
り
返
り
、
本
展
が
一
度
も
途
絶

え
る
こ
と
な
く

続
け
て
こ
ら
れ

た
こ
と
に
つ
い
て

喜
び
と
感
謝
が

語
ら
れ
、
こ
れ

か
ら
も
お
互
い

刺
激
し
あ
っ
た

り
、励
ま
し
あ
っ

た
り
し
て
東
書
藝
を
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
と
い
う
挨
拶
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
木
村
大
澤
理
事
長
か
ら
は
、

東
書
藝
の
「
藝
」
と
い
う
字
は
、
人

間
の
手
で
草
木
を
植
え
る
様
子
が
成

り
立
ち
で
、
重
要
な
学
問
の
一
つ

を
表
し
て
お
り
、「
芸
」
と
は
異
な

る
意
味
を
持
つ
字
で
あ
る
こ
と
が

説
明
さ
れ
た
。

議
長
に
は
井
浪
幸
潭
常
任
理
事

が
選
出
さ
れ
、
以
下
の
報
告
・
議
事

が
承
認
さ
れ
た
。

　

①
令
和
四
年
度
事
業
報
告

　

②
令
和
四
年
度
会
計
報
告

　

③
令
和
四
年
監
査
報
告

　

④�

令
和
五
年
度
事
業
計
画
並
び

に
予
算
案

　

⑤
新
役
員
に
つい
て

　

⑥�

第
七
十
回
展
に
よ
る
昇
格
者
に

昇
格
証
の
授
与

〔
公
演
会
〕

総
会
後
に
は
薩
摩
琵
琶
・
鯱こ

水す
い

会か
い
に
よ
る
琵
琶
の
演
奏
が
行
わ
れ
た
。

「
琵
琶
の
演
奏
と
語
り
」
と
い
う
演

題
の
も
と
、「
平
家
物
語
よ
り　

那

須
の
与
一」「
本
能
寺
」「
耳
な
し
芳
一」

な
ど
の
演
目
が
解
説
と
と
も
に
演
奏

さ
れ
た
。

も
と
も
と
、
こ
の
よ
う
な
語
り
や

琵
琶
の
演
奏
は
、
合
戦
を
前
に
し
た

武
士
の
士
気

を
高
め
る
た
め

の
も
の
だ
そ
う

で
、
迫
力
あ
る

語
り
と
演
奏
に

一
同
魅
了
さ
れ

た
。

令
和
五
年 

東
書
藝
総
会

会長・来賓の先生方
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本
会
参
事
で
故
、

佐
野
秀
水
先
生
の

追
悼
文
を
、門
人
で

常
任
理
事
の
近
藤

春
雪
先
生
に
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

佐
野
先
生
に
感
謝

常
任
理
事
　
近
藤
春
雪

　

佐
野
先
生
は
今
年
二
月
五
日
に
ご

逝
去
さ
れ
、七
日
に
し
め
や
か
に
葬
儀

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。と
て
も
元
気

で
い
ら
っ
し
ゃっ
た
の
で
、突
然
の
訃
報
に

驚
き
ま
し
た
。去
年
の
暮
れ
に「
コ
ロ
ナ

が
落
着
い
て
き
た
の
で
、食
事
に
行
こ
う

ね
」と
電
話
下
さ
っ
た
お
声
が
ま
だ
耳

に
残
って
い
ま
す
。

　

佐
野
先
生
は
安
井
寿
泉
先
生
に
師

事
さ
れ
、安
井
先
生
が
東
書
藝
に
所
属

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
り
、佐
野
先
生
も
東
書

藝
に
入
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
は
小
学
一
年
か
ら
先
生
の
書
道
教

室
に
通
い
基
礎
か
ら
指
導
を
受
け
、東

書
藝
に
出
品
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

は
作
品
の
作
り
方
、草
稿
の
大
事
さ
を

教
え
て
頂
き
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

書
に
対
し
て
は
厳
し
い
先
生
で
し
た
が
、

そ
れ
以
外
の
時
は
と
て
も
面
白
く
明
る

い
先
生
で
し
た
。足
を
悪
く
さ
れ
て
か

七
月
十
一
日
～
十
六
日
、
名
古
屋

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
栄
で
開
催
。
東

書
藝
、
玄
玄
書
作
院
、
以
文
会
、

書
典
社
の
四
団
体
か
ら
代
表
作
家

四
十
六
名
、
東
書
藝
は
十
六
名
の
出

品
で
あ
る
。
す
べ
て
を
紹
介
し
た
い

が
、
風
岡
五
城
「
自
詠
詩
」、
安
藤

清
舟
「
風
花
雪
月
」、木
村
大
澤
「
温

柔
敦
厚
」、
冨
永
奇
昂
「
鳳
」、
伊

藤
春
魁
「
紀
貫
之
の
歌
」、
山
本
晴

城
「
披
腹
心
」、
安
藤
餘
香
「
歓
」、

三
品
芳
翠
「
黎
明
」
が
印
象
深
い
。

ま
た
故
・
岩
田
冬
崖
先
生
の
遺
墨

「
紅
樹
添
秋
色
」
に
は
胸
を
熱
く

打
た
れ
た
。（
敬
称
略
）

　
　

̓23
「
今
日
の
書
」
代
表
作
家
展

中
部
圏
書
芸
作
家
協
議
会
主
催　
　
　

　
会
長
　
風
岡
五
城

　
理
事
長
　
木
村
大
澤

　
常
任
参
事
　
故 

岩
田
冬
崖

副
理
事
長
　
伊
藤
春
魁

副
理
事
長
　
山
本
晴
城

副会長　安藤清舟

副理事長　冨永奇昂副理事長　安藤餘香

常任理事　三品芳翠

ら
表
舞
台
に
出
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

い
つ
も
東
書
藝
の
事
を
深
く
思
っ
て
い
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
参
加
者
の
皆
様
に
黙
と

う
を
し
て
頂
き
、有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。先
生
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
六
月
四
日（
日
）、名
古
屋

電
気
文
化
会
館
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

に
於
い
て
、登
録
無
形
文
化
財「
書

道
」特
別
揮
毫
会
が
開
催
さ
れ
た
。

主
催
の
日
本
書
道
文
化
協
会
は
、

書
道
文
化
の
さ
ら
な
る
普
及・発

展
と
継
承
者
の
育
成
、そ
し
て
書

道
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登

録
を
目
指
す
。

　

当
日
は
、鬼
頭
翔
雲
、近
藤
浩

乎
、そ
し
て
協
会
監
事
を
務
め
ら

れ
る
本
会
会
長
風
岡
五
城
の
三

先
生
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
的
な

書
法
の
技
を
披
露
。舞
台
上
で
の

揮
毫
の
様
子
は
大
型
ス
ク
リ
ー
ン

に
映
し
出
さ

れ
、満
員
の
観

衆
は
そ
の
見

事
な
筆
捌
き

に
釘
付
け
に

な
って
い
た
。

追
悼
　
参
事 

佐
野
秀
水 

先
生

※
動
画
配
信
あ
り

TOPICS
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令
和
五
年
八
月
　
第
一
四
九
号

発
行
　
東
海
書
道
藝
術
院

編
集
　
加
　
藤
　
松
　
亭

　
　
　
堀
　
江
　
龍
　
舟

書
　
展
　
訪
　
問

編
　
集
　
後
　
記

◇
故
・
佐
野
秀
水
、
岩
田
冬
崖
両
先

生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

◇
今
号
は
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を

頂
い
て
刊
行
で
き
、
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
七
十
回
記
念
展
の
成
功
を
思

い
起
こ
し
、
次
回
展
へ
の
力
に
し
て

頂
け
た
ら
う
れ
し
い
。

◇
ま
た
記
念
誌
は
見
事
な
出
来
栄
え

で
、
編
集
実
行
委
員
の
先
生
方
、
中

央
印
刷
・
檜
山
社
長
の
奮
闘
に
感
服
。

全
会
員
の
誇
ら
し
い
足
跡
と
な
っ
た
。

◇
各
地
で
災
害
級
の
猛
暑
が
続
く
。

く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

◇
東
書
藝
夏
期
一
泊
研
修
会

期
日　

９
月
３
日（
日
）～
４
日（
月
）

会
場　

蒲
郡
市
ホ
テ
ル
竹
島

◇
‘23
心
象
展

会
期　

９
月
５
日（
火
）～
10
日（
日
）

会
場　

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

好
日
社（
鈴
木
紫
舟
）

◇
第
57
回
碩
山
書
院
一
門
展

会
期　

９
月
９
日（
土
）～
10
日（
日
）

会
場　

蒲
郡
市
民
会
館
東
ホ
ー
ル

主
催　

碩
山
書
院（
大
竹
翠
葉
）

　
　
　

仝
振
興
会

◇
第
65
回
記
念
游
心
書
展

会
期　

９
月
12
日（
火
）～
18
日（
月
）

会
場　

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

游
心
書
道
会（
松
浦
白
碩
）

◇
第
26
回
東
書
藝
選
抜
小
品
展

会
期　

９
月
12
日（
火
）～
17
日（
日
）

会
場　

栄
サ
ン
シ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

東
海
書
道
藝
術
院

◇
第
41
回
飯
田
書
人
会
展

　
　
　

―
幽
石
書
道
会
合
流
展
―

会
期　

�

９
月
22
日（
金
）午
後
２
時
～

26
日（
火
）
午
後
４
時
迄

会
場　

飯
田
創
造
館

主
催　

飯
田
書
人
会・幽
石
書
道
会

　
　
　
（
加
山
幽
石
）

◇
第
23
回
心
書
会
展

今
後
の
予
定

会
期　

�

1�0
月
７
日（
土
）午
後
１
時
30

～
９
日（
月
）午
後
４
時
迄

会
場　

�

亀
山
市
文
化
会
館
中
央
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

主
催　

心
書
会（
安
藤
清
舟
）

◇
第
46
回
梓
会
書
道
展

会
期　
10
月
31
日（
火
）～
11
月
５
日（
日
）

会
場　

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

書
道
研
究
梓
会

　
　
　
（
勝
川
香
艸
、伊
藤
春
魁
）

◇
第
40
回
記
念
花
墨
会
展

会
期　

11
月
18
日（
土
）～
19
日（
日
）

会
場　

三
重
県
菰
野
町
図
書
館
２
階

主
宰　

松
岡
麗
泉

◇
第
28
回
無
名
會
書
展

六
月
六
日
～
十
一
日
、
名
古
屋
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

栄
で
開
催
。
故

澤
井
痩
蛙
子
先

生
の「
歎
異
抄
」

含
め
、
豊
か
な

個
性
を
感
じ
さ

せ
る
十
九
点
の
作
品
が
心
地
よ
く
壁

面
を
飾
る
。
セ
ン
ス
の
素
晴
ら
し
さ

に
敬
服
。

◇
２
０
２
３
八
千
代
書
道
展

六
月
十
七
日

～
十
八
日
、
く

わ
な
メ
デ
ィ
ア

ラ
イ
ブ
多
目
的

ホ
ー
ル
で
開
催
。
い
な
べ
市
長
は

じ
め
特
別
出
品
作
四
点
、
会
員
作

百
一
点
の
展
示
。
漢
字
・
か
な
・

一
字
書
・
漢
字
か
な
交
じ
り
と
多

彩
な
作
品
が
ず
ら
り
と
並
ん
だ
。

魅
力
い
っ
ぱ
い
の
好
展
。

※�

第
39
回
清
和
会
書
展
、
第
49
回

宏
道
書
展
の
紹
介
は
次
号
に
予
定
。

◇
第
44
回
宏
道
書
会
選
抜
展

五
月
十
六
日
～
二
十
一
日
、
栄

サ
ン
シ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
。

山
本
晴
城
代
表

以
下
、
二
十
八

名
の
出
品
。
東

書
藝
幹
部
を
多

く
有
す
る
実
力

派
書
会
の
小
品

展
で
、
流
石
に

格
調
が
高
い
。

◇
第
64
回
新
道
書
道
会
展

六
月
一
日
～
四
日
、
四
日
市
市

文
化
会
館
。
豆
子
甲
水
之
生
誕
百

年
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
付
き
、
遺

墨
作
品
が
多
数
展
覧
さ
れ
た
。
幹

部
複
数
出
品
、

善
光
寺
よ
り
の

特
別
出
品
を
含

め
百
十
九
点
が

広
い
会
場
を
飾

り
、
壮
観
だ
っ

た
。

渡辺清香代表梶　蘇山代表


